

１　主題設定の理由
　未来社会では，じっくり考え，どれが適切かを判断し決断することができる思考を伴う能力を身に付けた人や既存の知識を活用し，仲間と共にイノベーションすることができる能力を身に付けた人が求められる。論理的に考えたり他者に分かりやすく表現したりする「汎用的能力」を育成することが急務であると考えられる。
本実践では，未来社会のニーズや可児市の生徒の実態を踏まえ，「証明を振り返り，発展的に考えること」や「見通しをもって説明していくことや根拠を示しながら説明すること」を大切にし，実践を通して，数学の楽しさを実感させる数学教育の創出を目指し，市を挙げて実践を積み重ねた。
２　研究内容
（１）指導計画の工夫

ア　各単位時間の役割を明確にした単元構造図
各学年で学習する内容がどのように関連しているのかを明確にした上で，生徒の数学的な思考力を高めていく必要がある。そこで，学習指導要領をもとに，領域ごとに，各単元で学習する内容がどのように関連しているかを分析して，つながりを明確にした系統一覧表を作成した。
イ　各単位時間の意図や育みたい数学的な見方や考え方，知識・技能を明らかにした単位時間の指導計画の作成
領域や単元のつながりを明確にし，構造的に単元を見通すことや生徒の姿を明確にしたことで，各単位時間に身に付けさせたい力と育みたい「数学的な見方・考え方」を明らかにすることができた。単位時間ごとに「教えること」「考えさせること」「気付かせること」を明らかにすることで，各単位時間の役割に応じた授業を仕組むことができた。
（２）指導方法の工夫
ア　問題解決への見通しをもてるようにするための導入の在り方
問題を解決するためには，様々な事象から数学的な側面を捉え，数学化し，数学の世界で解決していこうとする力が必要となる。そこで，見通しをもち追究することができるようになるために必要な『数学的な見方・考え方』と称し，４月に生徒に提示した。また，既習の学習と関連付けさせたり，共通点を見いだしたりして形成していく統合的な力も養うことができると考えた。
イ　自らの考えを広め，深めることのできる学び合いの在り方（小集団・グループ学習）
観察や操作，実験などの活動を通して，円周角の定理や弧と円周角における関係について見いだすことができる授業展開を工夫し，実践を行った。「個の追究する時間でもあり，仲間と困り感を共有し，互いに協力し合い問題解決することができる追究の時間である」として捉え，毎時間課題提示後４人でのグループ隊形をつくらせた。
ウ　単位時間の定着状況を確認し，思考を発展的に進めるための終末の在り方
単位時間の終末に，定着状況を確認し，思考を発展的に進めるためのジャンプの課題を位置付け，実践を行った。発展的な問題であるため，一人で解決することが困難な生徒もいた。すると自然に，４人が頭を寄せ合い，協同的に追究する姿が生まれ，授業のチャイムが鳴り終わっても追究を続ける主体的な姿が見られた。
３　研究のまとめ
○仲間に自分の困り感を伝えながら，協同的に問題解決に向かう姿を生み出せた。
●今後，統合的・発展的に自ら考え，追究
し続ける生徒の姿を生み出したい。
＜東海地方数学教育　第６８回研究（愛知）大会発表　資料＞
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※このファイルは，以下の形式通りに整っております。
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③本文については，ファイルの形式に合わせて作成してください。


※文章は，１２ptに揃えて作成してください。


③１．主題設定の理由などの項目は【MSゴシック】，文章は基本【MS明朝】でそろえてください。


④ページ数は，偶数枚でお願いします。（可能な限り）





★この形式は，東海数学研究大会発表者先生にお渡しください。


★いただいたデータを張り付ける際には，形式が異なる場合がありますので，【貼り付けのオプション⇒テキストのみ保持】を用いて貼り付けをお願いします。
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